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噴火活動初期火山灰に含まれる本質物の特徴

Juvenile material in volcanic ash erupted during the initial stage of volcanic activities
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火山灰を用いた噴火の推移予測では、火山灰中の本質物の識別が重要である。本研究では、1 9 9 0 - 1 9 9 1年の雲
仙普賢岳の噴火活動で初期火山灰中に見出された発泡した火山ガラスが本質物であることを確認し、さらに本質
物を識別する際の基準を作ることを目的とした。

発泡ガラスの気泡の形状比較を行い、雲仙地域の既存の火山岩中に雲仙の火山灰中の発泡ガラスと類似した
形状を持つ火山ガラスは存在しないと判断した。

アニーリングによる火山ガラスの屈折率変化特性を調べた結果、2 0 0℃前後でアニーリングしても屈折率が低
下しなければ、発泡ガラスは本質物であると判断できると考えられる。

雲仙普賢岳は1 9 9 0年1 1月に噴火を再開した。初期に噴出した火山灰には新しいマグマに由来する本質物と思
われる発泡した火山ガラス（発泡ガラス）が混入していた。この発見により、普賢岳の山頂直下にマグマが上昇
しており地表に現れる可能性が高いと予測された。しかし、火山灰中の発泡ガラスが、雲仙地域の既存の火山岩
や広域テフラ中にあった古い発泡ガラスを噴火過程で取り込んだものである可能性もあると考えられた。

火山灰を用いて噴火の推移を予測する火山灰モニタリングでは、まず本質物を既存の岩石片から確実に識別
することが重要となるが、識別のための基準が必ずしも十分ではない。したがって今回の研究では、噴火活動初
期のより早い段階でも本質物の識別が可能な方法を用いて、雲仙の火山灰中の発泡ガラスが本質物であることを
確認し、本質物を識別する際の基準を作ることを目的とした。

まず、識別手法の一つとして発泡ガラスの気泡の形状比較を行った。雲仙地域の既存の火山岩と雲仙の火山
灰中に見出された発泡ガラスの気泡の形状を薄片やS E M像で観察した。その結果、既存の火山岩には本質物と思
われる発泡ガラスと同一の形状を有する火山ガラスは存在しないと判断した。

広域テフラや古い火山灰に含まれる発泡ガラスは、新しい火山灰中の発泡ガラスと形状が類似しているため
比較が難しい場合がある。そこで、もう一つの識別手法としてアニーリング（加熱）による火山ガラスの屈折率
変化特性を調べた。火山ガラスは、時間の経過とともに湿潤環境下でハイドレーションが進行する。そのため火
山灰中の発泡ガラスがハイドレーションを受けていなければ、新しい本質物であると考えることができる。この
識別手法では、火山ガラスのハイドレーションの進行程度を明らかにできると予想される。試料には広域テフラ
や古い火山灰に含まれる火山ガラス、雲仙の火山灰中の発泡ガラスの他に1 9 9 5年に噴火した九重火山の火山灰中
の発泡ガラスを用いた。これらの試料を加熱し、加熱温度ごとの屈折率を測定して屈折率変化を比較した。

ハイドレーションの進行している火山ガラスの屈折率は2 0 0℃で加熱した際、加熱前に比べ低下した。ハイド
レーションによる水分は2 0 0℃までに火山ガラスから脱水し始めることが分かった。雲仙と九重の火山灰中の発泡
ガラスの屈折率は2 0 0℃で加熱しても変化しなかった。この結果より、雲仙と九重の火山灰中の発泡ガラスはハイ
ドレーションの進行していない本質物であると確認された。また、雲仙の火山灰中の発泡ガラスの屈折率は3 0 0℃
で加熱すると低下したため、少量のマグマ水を含んでいると考えられる。本質物と判断する際の基準としては、
200℃前後で加熱しても屈折率が変化しないことが挙げられる。


